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半導体関連企業（対象企業22社）への就職状況（出身別（学部・大学院）の人数）

半導体人材育成の現状 －北海道大学の現状－

学部・大学院 部局 令和2年度 令和3年度 令和4年度 計
文学部 1 1 2

経済学部 2 2
農学部 1 1 2
工学部 2 1 3

水産学部 1 1
（小計） （4） （6） （10）

水産科学院 3 3
環境科学院 3 4 2 9

理学院 4 4 9 17
農学院 3 1 4

生命科学院 2 3 3 8
工学院 16 16 12 44

総合化学院 11 10 15 36
会計専門職大学院 1 1

医理工学院 1 1
情報科学研究科・情報科

学院
8 12 9 29

（小計） （51） （50） （51） （152）
計 総計 51 54 57 162

学部

大学院

10名

152名

工学部・情報科学院・総合化学院（理学部）の修士がほとんど



半導体関連企業（対象企業22社）への就職状況（出身別（学部・大学院）の人数）

半導体人材育成の現状 －大学院修士が80%－

学部・大学院 部局 令和2年度 令和3年度 令和4年度 計
文学部 1 1 2

経済学部 2 2
農学部 1 1 2
工学部 2 1 3

水産学部 1 1
(小計) (4) (6) (10)

水産科学院 3 3
環境科学院 3 2 2 7

理学院 4 3 8 15
農学院 3 1 4

生命科学院 1 3 3 7
工学院 14 13 11 38

総合化学院 10 9 11 30
医理工学院 1 1

情報科学研究科
・情報科学院

7 11 7 25

(小計) (46) (41) (43) (130)
専門職 会計専門職大学院 1 1

環境科学院 2 2
理学院 1 1 2

生命科学院 1 1
工学院 2 3 1 6

総合化学院 1 1 4 6
情報科学研究科
・情報科学院

1 1 2 4

(小計) (5) (8) (8) (21)
計 総計 51 54 57 162

学士

修士

博士

80% 13%６%

高度専門知識を習得した修士・博士が中心

半導体人材
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半導体人材とは －半導体人材の多層構造 ３層構造－

Layer 1

Layer 2

Layer 3



2027 量産開始
ラピダス（バックキャスト）

2025 試作ライン2023.9 着工

市場参入のタイミング

汎用AI
エヌビディア（TSMC）

様々な専用AIへのニーズ

ゲームAI
グラフィックAI
言語AI
音楽AI
プログラミングAI
回路設計AI
 ・
 ・
 ・

2023 2024 2025 2026 2027 ・・・・2030年代
生成AIの波及と様々な要求に応える専用AIチップ市場の形成
→ 2 nm最先端半導体チップの需要が期待されている

2025？ 2 nm
(TSMC, サムソン)

市場の拡大
多
様
で
グ
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ー
バ
ル
な
デ
ジ
タ
ル
人
材Use Case人材



大阪大学 西尾総長 令和4年9月21日 文科省・経産省 国大協発表資料より





実数としてどの程度
半導体人材を増加できるか

51校×50名＝約2500人

1) 修士以上の高度人材

2) 成果が出るのは6年目以降

2029年（令和11年）から実効的効果



10年で40,000人 1年で4000人

年間4000人の半導体人材育成の課題

医学部 全国に82の医学で一年に9300名の卒業生

現在・年間2000人の半導体人材育成
今後・年間2000人の半導体人材育成数を増加する必要

1) 教員の育成・確保
2) 修学環境の整備
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 世界トップレベル大学との連携強化
✓メルボルン大学・マサチューセッツ大学アマースト校等へ直接訪問し戦略的国際パートナーシップの構築

 海外の優秀な学生確保に向けた特色ある取組の実施
✓リクルーティングオフィス設置による留学生確保の全学的体制強化

取組[1] 海外トップ大学との連携による世界トップレベル人材の輩出

 北海道及び札幌市との包括連携協定の締結
 北海道半導体人材育成等推進協議会への参画
 総長がトップに立つ高度デジタル人材育成運営組織の設置

✓北海道大学デジタル・半導体拠点形成推進本部（仮称）の設立

取組[2] 他大学・高専と連携した情報教育プログラムの横展開

取組[3] 地域や国の産業戦略と連携した実務課題の解決

 北海道デジタル人材育成推進協議会への参画（地域ブロック全国初）

【入学員増案】 情報エレクトロニクス学科／情報科学専攻
本事業における定員増の計画

情報エレクトロニクス学科／
情報科学院

学士課程 修士課程 博士後期課程
現入学定員 新入学定員案

（増員数案）
R6を想定

旧運用定員
R3まで

現入学定員
(R3からの増員数)
※R4定員増実施

新入学定員案
(増員数案)
R10を想

定

現入学定員 新入学定員案
(増員数案)
R12を想

定

180 230
（50） 179 196 

(17)
229 
(50) 43 48 (5)

北海道大学のハイレベル枠提案



【体制強化】

Headquarter設置

ガバナンスの強化－半導体・研究・教育・産学連携のHeadquarterの設置－



～グリーン半導体研究開発体制構築のための組織整備～
（量子集積エレクトロニクスセンター改組；R６年度概算要求中）

国内外の大学・研究機関 半導体関連企業

研究

教育

他 国内外の大学
及び研究機関

他 道内外に集積する
半導体関連企業

大学の教育・研究の変革の必要性 －北海道大学の半導体教育・研究強化に向けた取組－

新研究組織体制

カリキュラム整備
大学連携

オンライン教育
On the Job Training



国際共同研究創出型
DDP

情報科学院
国際的課題解決

PBL

マサチューセッツ大学
アマースト校 (UMass)

メルボルン大学

シドニー工科大学
(UTS)

Global Univ. Collaboration

国内大学連携

著作物利用許諾番号：27630
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－企業（Rapidus）のスピード感－

2022年度（支援上限︓700億円）

• 製造拠点の建設予定地として北海
道干歳市を選定

• IBMと共同開発パートナーシップを
締結

• ImecとMOCを締結
• EUV露光装置の発注
• 短TAT生産システムに必要な装置、
搬送システム、生産管理システムの
仕様を策定

2023年度（支援上限︓2,600億円）

• 北海道千歳市のパイロットラインの基
礎工事

• IBMアルバニー研究所へ研究員を
派遣

• Imecのコアプログラムに参加
• 短TAT生産システムに必要な装置、
搬送システム、生産管理システムの
開発

• 2nm世代半導体の短TATパイ
ロットラインの構築と、テストチップに
よる実証

• その成果をもとに先端ロジックファウ
ンドリとして事業化

<Rapidusの取組＞

北海道千歳市

2020年代後半

（出典：北海道半導体人材育成等推進協議会第２回 政策動向紹介（経済産業省）より一部抜粋）



－政治（政策）のスピード感－

（出典：北海道半導体人材育成等推進協議会第２回 政策動向紹介（経済産業省）より一部抜粋）



企業

大学

政治・自治体

2025年のパイロットライン稼働
2027年の本格生産の開始

2024年の学部学生定員増・2029年から最大出力

1970年「第３期北海道総合開発計画」閣議決定

1995年 計画の大幅縮小、借入金1800億円

50年に及ぶ構想

月単位で

年単位で

10年単位で



Moon Shot 型（アポロ計画型）の取組が必須
Back Casting型の取組を進める強力な体制整備が必須

北海道バレー構想



Manufacturing Age

Knowledge Based Economy

昭和の成功体験からの脱却
Diversity @ Open Innovation
Command ＆Control（指揮命令系）から
Agile型組織への転換 / 新しいLeadership

Paradigm Shift が必須 

街作り

教育環境
医療・生活環境

関連企業の集積



Copyright © 2023 by Boston Consulting Group. All rights reserved.

企業・大学・政治の３つのスピード感 －TSMC（台湾・新竹）のスピード感－

【Rapidus社の立ち上げタイムライン】
★2025年1月 工場（１棟目）完成
★2025年春 パイロットライン稼働
★2027年 量産ライン立ち上げ
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－半導体産業のPeaks and Dips－

（出典：経済産業省 第１回半導体・デジタル産業戦略検討会議資料より一部抜粋）

Peak

Dip



1992 2000 2022 2040
18歳人口（万人）
（A）

205 万人 151 万人 112 万人 82 万人

上位1万人偏差値 75.84 74.77 73.69 72.51

上位5万人偏差値 69.71 68.37 66.99 65.47

上位10万人偏差値 66.57 65.65 63.45 61.65

国大協資料2023



1876年の春にマサチューセッツを発ち、アメリカ大陸を
鉄道と馬車で横断し、サンフランシスコから太平洋を渡り
東京を経て、海路、人口2000人足らずの札幌まで、約
３か月をかけて、大学設立のために、来札。
1876年７月に札幌農学校の初代教頭（事実上の校長）
真冬を含む厳しい環境の中、20名余りの学生にリベラルアーツ
を教え、寒冷地農学の基礎を残し、1877年４月16日に島松沢の
駅逓所で「Boys be ambitious」の言葉を残し、札幌を去る。

William Smith Clark 博士
北海道大学の第一の開学



札幌農学校 1876年 北海道大学 2024年

寒冷地農業 環境再生型Food/Agri/Fishery Science

再生可能エネルギー研究拠点
半導体教育・研究拠点

第二の開学

150年

北海道バレー実現へ



卓越研究

Novel Japan University Model

社会的インパクト

イノベーション

Extension
社会連携

2030年 北大が目指す

地域社会創成

Excellence

半導体研究が大きな取組の一つ



Summary (Take Home Message)

1) 現状の人材育成体制では、急成長が予想される半導体産業の需要を満たすことは難しい。

2) 大学は、横断的な教育改革を行って、半導体教育カリキュラムを早急に作り、常にupdateする
エコシステムを作る必要がある。

3) 半導体教育は、単独大学ではなく、LMSなどのオンラインツールを活用して、大学間のネットワーク
を作らなければ、欧州・米国・台湾・韓国にキャッチアップすることはできない。

4) 半導体教育では、企業の積極的参画が必須で、実務型教員としてクロスアポイントメント等の制度を使って、
産学共同教育のadvanced case となるように、大胆に進めるべき。

5) 半導体関連学部には優秀な学生が集まりつつあるが、少子化の中で、医学部のようなキャリアパス
が確立した学部との人材争奪に対抗する必要があり、海外人材の獲得も必須。

6) 半導体人材育成は、これまで停滞してきた大学院生など高度教育人材と産業界の融合による流動的
人材育成（HR with high Fluidity) の試金石であり、成功すれば日本の産学連携教育のshowcaseとなる。

7) 企業・大学・行政のスピード感には大きな差があるが、今回の半導体のNational Projectの成功のためには
Moonshot型、Back Casting型の計画遂行が必要であり、達成時期を設定した強力な協調が必要。

8) 国策としての半導体産業の成功には、昭和の成功例をUnlearnして、チームからDiversityとGlobalization
を引き出し、Ecosystemを形成できるような健全なリーダーシップが、企業・大学・行政（政治）の３つ
のプレーヤーに必須である。
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